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　　　　　　　　　　　　　　　心臓血管外科 部長　髙 橋　  研

チーム医療による地域に根ざした医療を目指します。

　はじめまして。2026年2月より心臓血管外科の部長を拝命いたしました、
髙橋研と申します。秋田県大館市の出身で、2001 年札幌医科大学を卒業後、岩手医科大学第三外
科（心臓血管・呼吸器・小児外科）に入局いたしました。同学とその関連病院で主に心臓血管外科
領域のトレーニングを積み、2010 年より埼玉医科大学国際医療センターに移籍いたしました。そし
て 2016 年、当時の同学の教授で現在東京女子医科大学教授の新浪博士先生のご高配で、タイ・
バンコクの Rajavithi 病院に臨床留学させていただきました。なぜタイに留学？と疑問に思う方もお
られるでしょう。これには日本の心臓外科特有の背景が関係しております。心臓外科医は術者として
独立できるまでの期間が非常に長く、40 歳前後の中堅外科医が術者として数多くの手術を執刀する
機会に恵まれている施設は少ないのが現状です。一方タイでは、人口当たりの医師数が日本の 1/5
と圧倒的に少ないため、若手医師に早く十分な経験を積ませて独立させる必要があります。そのため、
タイは若手医師のトレーニングシステムがとても充実しており、私もそのトレーニング施設に 2 年間
お世話になることで、多くの執刀を経験することができました。手術のみならず、異国文化に深く触れ、
そこでしかできない多くの体験ができたことも、今の私の宝物です。2018 年帰国後は東京女子医
科大学に在籍し、そちらの人事で愛媛県立中央病院に 6 年半出向、そしてこの度のご縁により、横
浜医療センターに赴任する運びとなりました。
　横浜にはこれまで観光や学会で訪れたことはありましたが、詳しくは知りませんでした。住んでみ
ると、風の強さと雨の多さに驚きました。しばらく愛媛県に住み瀬戸内気候に慣れた私にとって、特
に横浜の風の強さは、「同じ日本か？」と思うほどの違いを感じました。また、坂道が多いことも意
外でした。私は運動不足解消の目的でたまにジョギングをしておりますが、気持ちよく走ることがで
きるコースが少ないことが残念です。
　横浜医療センターに赴任して感じたことは、看護師やコメディカルの方々が非常に協力的・献身的
であることです。当科は常勤医師 2 人体制のため、定期的な心臓大血管手術・術後管理・外来をこ
なしていく上でマンパワー不足が否めません。そこでまず診療看護師（NP）の存在が必要不可欠です。
当院には 2 人の NP が在籍し、心臓血管外科専属ではありませんが、手術日などには優先して当科
の業務に協力していただいております。また ICU や病棟、手術室の看護師も、当科の現状を受け入
れ積極的にサポートしてくれるお陰で、日常業務をこなすことができております。チーム医療を大切
にする看護体制が整っており、この病院で働くことができることを光栄に思っております。
　赴任して 3 か月余りが経過し、現在手術成績は満足できる結果を出せていると考えます。今後の
目標として、その成績の維持と、低侵襲手術の導入を目指したいと考えております。手術のみならず、
術前・術後の患者さんの満足度の向上を目指し、チーム医療を推進していく所存です。看護師とは
もとより、他科医師や臨床工学技士、薬剤師、理学療法士等と協力し、一丸となって地域に根ざし
た医療を目指して参ります。また、近隣の医療機関の先生方から信頼いただき、患者さんを気軽に
ご紹介・ご相談いただけるような、地域の中核病院としての役割を果たしていきたいと存じます。ど
うぞ宜しくお願い申し上げます。
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市民公開医療講座
「がん治療と栄養 ～栄養があなたの治療を支えます～」

を開催しました
　「食事は治療の一部になる」　　そんな大切な
メッセージを、地域のみなさまと共有する市民公
開医療講座として、令和8年2月17日（火）に戸
塚区役所総合庁舎３階大会議室で開催しました。
　今回のテーマは「がん治療と栄養」。私たちの
食生活に関わる身近なテーマであったことから、
定員100名に対し113名ものお申し込みをいただ
き、地域のみなさまの健康への関心の高さを改
めて実感する機会となりました。
　講師を務めたのは、当院外科部長兼化学療法
センター長の松田悟郎医師。がん治療の現場で日々患者さんと向き合っている立場から、治療の効
果を高め、副作用を軽減するために「栄養」が果たす役割について、分かりやすくお話ししました。
　前半では、がん患者さんに体重減少が起こりやすい理由や、加齢による骨格筋量の減少に加えて
筋肉量の低下によって治療や日常生活に影響が出る「サルコペニア」について講演しました。サルコ
ペニアに該当しているかを簡単にセルフチェックできる方法の紹介もあり、参加されたみなさまがそ
の場で実践してみる姿が印象的でした。
　後半では、サルコペニアの予防・改善に向けた食事の工夫や、胃切除後または化学療法中の食事
のポイントについて具体的に紹介しました。良質なたんぱく質を含む食材や摂取量の具体例や、栄養
バランスのとり方・食欲が落ちたときの対応方法など、すぐに日常に取り入れられる内容に、会場で
は頷きながら熱心にメモを取る姿が多く見られました。
　限られた時間の中での開催となりましたが、「とても参考になった」「もっと早く知りたかった」といっ
たお声も多く寄せていただきました。ご参加いただいたみなさま、お忙しい中お集まりいただき本当
にありがとうございました。
　当院は地域がん診療連携拠点病院として、毎年1～2月頃にがんをテーマとした市民公開医療講座
を開催しており、令和8年度も実施予定です。詳細が決まり次第、当院ホームページの「市民公開医

療講座」ページ（QRコード参照）にてご案内いたします。今後とも、
地域住民のみなさまと接点となる講座やイベントの開催にも積極的
に取り組んでいきますので、みなさまのご参加をお待ちしております。

◀市民公開講座の
　ホームページ

▲真剣に講聴される参加者のみなさま

◀ノベルティグッズを配布しました
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人工関節手術支援ロボット
「Mako（メイコー）」
を導入しました
　当院では、人工股関節置換術および人工
膝関節置換術において、ストライカー社の手
術支援ロボット「Mako SmartRobotics™
（メイコー）」を新たに導入しました。
　Mako は、術前に撮影した CT 画像をも
とに、患者さん一人ひとりの骨の形状や関
節の状態を三次元で正確に再現し、個別化
された手術計画を立てることができるシス
テムです。
　手術中は、ロボティックアームが医師の操作をサポートし、計画に基づいた精密な骨切除と人工関
節の設置を支援します。予定された範囲を超える動きにはロボットによる制御がかかるため、周囲の
靭帯や軟部組織への負担を抑え、手術を行うことが可能です。
　また、特に膝関節手術では、手術中に関節のバランスを数値で確認しながら微調整できるため、
より自然な関節の動きを目指すことができます。
　Makoの導入により、手術の再現性と安全性の向上が期待され、患者さんの術後の痛み軽減や早
期回復につながることが期待されます。当院はこれからも、医師の判断を大切にしながら、医療機
器を活用し、診療体制の維持・向上に努めてまいります。 

写真提供：日本ストライカー株式会社
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看護学校だより
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病診連携施設紹介

　　　　　　　　　みやざわ内科クリニック
　　　　　　　　　　診療科：内科、消化器内科　　　　院長　宮 澤 　志 朗

　当院は、2020年6月に横浜市営地下鉄立場駅のすぐ隣にあるビルで開
院しました。ビルの1階にはセブンイレブン、薬局がありその2階で診療

を行っております。同じビルには、泌尿器科、皮膚科、精神科のクリニックがあり、駅周辺には
整形外科や耳鼻咽喉科、眼科、歯科のクリニックもあるためこの地域でほぼすべての病気に対応
することが可能です。
　私は消化器内科、特に膵臓、胆道疾患を専門に大学病院で研鑽して参りました。2016年から
は横浜医療センターへ診療の場を移し、開院するまでの4年間貴重な経験をさせて頂きました。
膵臓がんの診断、治療を多く経験する中で感じたことは、「病気を早期に発見すること」、「患者さ
んやそのご家族と真摯に向き合うこと」です。膵がんの予後が悪いことは有名ですが、早期に発
見すれば手術で根治することも可能です。一人でも多く膵がんを早期に発見したいと思い、クリ
ニックでは導入が少ない超音波内視鏡検査を開院当初から行っております。もちろん胃・大腸カ
メラも行い、早期胃がんの発見や大腸がん予防の大腸ポリープ切除などにも尽力しております。
　当院は消化器内科専門ではありますが、地域医療を支えるため内科疾患全般を診療することを
大切に考えております。病気だけを見るのではなく患者さん全体を診ることを大切にしており、
何気ない話をよく聞くよう心がけております。診察は予約制で行っておりますが、少しお待たせ
してしまうこともあります。WEB予約が取れない時は、電話でも予約をお取りすることが出来る
のでお気軽にお電話ください。高血圧や糖尿病、脂質異常症といった生活習慣病に対する診療や
横浜市の健診、がん検診も積極的に行っており、病気の発見に利用して頂ければ幸いです。
　横浜医療センターは多くの診療科が揃い、いつも安心して紹介させて頂いております。また、
緊急の患者さんも快く受けて頂き大変感謝しております。今後ともよろしくお願いいたします。

〒245-0015
神奈川県横浜市泉区中田西1-1-27
ネクストアイ2階
TEL. 045-410-7440

※胃カメラは午前中に予約制で行います。
△：土曜の内視鏡検査は12：30～14：00　休診日：木曜、土曜午後、日曜、祝日

 診療時間 月 火 水 木 金 土 日/祝

 9：00～12：00 ● ● ● × ● ● × （受付11：45まで）

 内視鏡検査 ● ● ● × ● △ × 13：30～15：00

 15：00～18：00 ● ● ● × ● × × （受付17：45まで）
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外来担当表



≪交通アクセス≫

≪病院理念≫

発　行　日：2026年５月（第91号）
発　　　行：横浜市戸塚区原宿3-60-2
　　　　　　横浜医療センター 広報委員会
発行責任者：宇治原　誠

≪診療のご案内≫

【路線バスでお越しの場合】
※いずれも「横浜医療センター前」または
 「横浜医療センター」下車

■戸塚駅から
・戸塚駅西口バスセンター２番のりばから
　神奈中バス戸50、戸51、戸52、戸55、戸56系統に
　乗車
■藤沢駅から
・藤沢駅北口５番のりばから
　神奈中バス 藤54、藤55系統に乗車
■大船駅から
・大船駅西口５番のりばから
　神奈中バス 船21、船22、船24、船25系統に乗車
・大船駅東口からワゴン型バス「こすずめ号」に乗車
■立場駅から
・立場バスターミナル４番のりばから
　神奈中バス船21、船22系統に乗車
■その他
・東俣野広場前から地域貢献車「ひがまた号」に乗車
・西横浜国際総合病院からクリニック往復バスに乗車

＊当院は完全紹介制です。初診の場合はかかりつけ医等からの紹介状が必要です＊
・初診受付時間は、午前８：３０～１０：３０です。下記診療科以外は予約なしで受診できます。

　＜初診時予約が必要な診療科＞
　　精神科、乳腺外科、緩和ケア内科、産科、呼吸器内科、脳神経内科、歯科口腔外科、
　　膠原病・リウマチ内科（令和8年6月1日～）
　※当院で分娩を希望される方で、他院に受診が無い方は紹介状なしでも受診できます※
・診察の予約や、CT・MRI等の検査予約は、かかりつけ医にご依頼ください。
　（患者さんからの予約は受け付けておりません）
・あらかじめ当院ホームページ等で休診情報、外来担当医表をご確認ください。

【車でお越しの場合】
・国道１号・原宿交差点から環状四号線を北方向に進み
　すぐ。
・瀬谷・泉方面からは環状四号線を大船方面に進み、原
　宿交差点手前。駐車場555台（有料）あり。

＜基本方針＞ 1. 患者さんの人権を尊重し、信頼関係に基づいた、安全で良質な医療を提供します
 2. 地域の医療機関と密接に連携し、地域完結型医療の中心的役割を担います
 3. 職員の教育研修の充実を図り、能力向上と人材育成に努めます
 4. 臨床研究に積極的に取り組み、医療水準の向上に貢献します
 5. 職員が自らの成長を実感できる、働きがいのある病院をつくります
 6. 健全な病院経営に務め、安定して持続可能な運営を目指します

横浜医療センター 各種リンク
https://yokohama.hosp.go.jp/lp/nho-ymc-links.html

＊横浜市戸塚区原宿３-６０-２

最適な医療を提供し、地域に信頼され共に発展する基幹病院として社会に貢献します。
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